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我孫子市役所　社会福祉課
主任福祉主事

社会福祉士　楠美雅也さん

我孫子市役所に入庁して7年目になります。入庁前に社会
福祉士を取得し、精神障害者ケースワーカー（以下、CW）
として3年、高齢者なんでも相談室（地域包括支援セン
ター）CWを3年経験し、この4月からは社会福祉課で生活保
護CWとして働いています。
コミュニティソーシャルワーカー専門研修（以下、CSW専
門研修）の受講は、高齢者なんでも相談室に勤務している時、
受講経験のある先輩から「業務に役立つから」と勧められた
ことがきっかけでした。5日間の研修は地域福祉に関する講
義から事例検討を含めた内容で、この場では語り尽くせない
くらい充実したものでした。

研修受講の翌年、市内でも高齢化率が高い1地区をモデ
ル地域に指定した「高齢者見守りネットワーク」の構築を担
当しましたが、CSW専門研修を受講していたことで地域の
社会資源に着目したアセスメントを行うことができました。
現地を訪ね、地域に潜在化している社会資源や住民の福祉
意識を把握することにより、ネットワークを構築する際には
多くの住民の皆様にご協力をいただくことができました。
今、生活保護CWとして相談支援を行っていく中では、研
修で利用者の長所・強みを生かす「ストレングス視点」を学
んだことで、その方の強みやこれまでの経験を生かす援助方
針を立てることができていると思います。このストレングス
視点はどの福祉分野でも生かせる共通の視点ではないかと
感じています。
高齢者見守りネットワークは誰もが自分らしく安心して
暮らせる地域づくりを目指していますが、その実現にはさ
まざまな関係機関の方と連携していく必要があります。専
門職同士でより連携しやすくなるためにもCSW専門研修
をもっと多くの方が受講され、受講者同士で情報交換でき
る仕組みがあれば良いと思います。私自身もCSWの専門
性をより高められるよう、県社協で開催されているフォ
ローアップ研修の受講も含めて自己研鑽を今後も続けてい
きたいと思います。

生活保護ケースワーカー（CW）とは…
　福祉事務所において生活保護をはじめさまざまな生活上の相談に応じ、必要な支援を行う現業職員のことをいいます。生活保護受給のための事務手続
きや訪問等による被保護受給世帯の実態把握、自立に向けた就労支援や生活指導などを行います。

　はばたき職業センターでは働くことを通して生きがいや喜びが持てるよう、技術作業
や社会性の向上を念頭に「印刷作業」「園芸作業」などの生産活動を行っています。
　印刷作業では、名刺やはがきなどのカード印刷作業と広報紙や小冊子などのオフセッ
ト印刷作業、それに伴う製本加工作業を行っています。受注～編集～印刷・製本～納品
までを利用者中心に行い、版下作成から仕上げまで一つ一つ丁寧な製品作りを心掛けて
います。
　また、園芸作業では四季折々の草花を年間3万鉢以上生産しています。良い品質を確
保するため土づくりにもこだわり、お客様からは「花が長持ちする」と大変好評です。毎
週、福祉センター（八千代市役所隣）前で直売をしている他、地域のイベントなどでも販
売しています。販売の予定は下記ホームページを確認いただくか、お電話にてお問い合
わせください。

誰もが自分らしく安心して
暮らせる地域づくりを目指して
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「チャレンジド・インフォ・千葉」がオープンしました！
　チャレンジド・インフォ・千葉は千葉県の障害者福祉事業所の情報を掲
載したポータルサイトです。福祉事業所で提供している製品、受託業務な
どの作業情報を画像付きで掲載しており、エリア、物品・役務内容、事業所
種別などさまざまな検索が可能です。ぜひご活用ください。
URL　http://ci-chiba.jp/
問合せ先　千葉県障害者就労事業振興センター　TEL 043-202-5367

①一冊ずつ丁寧に製本作業しています
②名刺・封筒・冊子など印刷に関することなら何でもご相談ください
③1ポット84円から販売しています（おすすめの草花は下記HPをチェック）
④はばたき職業センター（草花は直接購入も可能です）

このコーナーでは県内の障害者就労施設を紹介します。

今回は八千代市の「障害福祉サービス事業所 はばたき職業センター」
をご紹介します。

ＤＡＴＡ
◉住所　〒276-0015　八千代市米本2429-10
◉営業時間　9:00～17:00　◉定休日　土・日・祝祭日・お盆・年末年始
◉電話　047-488-8813（印刷のご相談、花の販売についてのお問い合わせはこちらまで）
◉FAX　047-488-8384　◉HP　http://members3.jcom.home.ne.jp/hukusikai/
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わが国では雇用のあり方や社会、家族のありようが大きく変わる中で、非正規雇用や低所得世帯の増加など
生活困窮に至るリスクの高い人々や稼働年齢層を含む生活保護受給者が増大しています。このような状況を受
け、今年、第183回通常国会には生活保護法の一部改正案とともに、「生活困窮者自立支援法案」が提出され
ました。法案そのものは審議未了のため廃案となりましたが、秋の臨時国会に再提出されました。
この法案に先駆け、今年度から「生活困窮者自立促進支援モデル事業」が開始されています。
今回は増え続ける生活保護受給者の現状と自立支援に向けた取り組みについて紹介します。

佐倉市では10月から「生活困窮者自立促進支援モデル事業」に取り組んでいます。今回、モデル事業に応募した
理由や佐倉市における取り組み状況などについて担当者にお話を伺いました。

特 集

●●● 生活保護受給者・世帯の推移 ●●●
　生活保護受給者数は約215万人であり、平成23年に過去最高を更新して以降も増加傾向が続いています。近年、就労可能な年齢
層と考えられる「その他の世帯」の割合が増加しており、就労支援等の取り組みの重要性が増しています。

●●● 新たな生活困窮者支援システムのフレーム（生活困窮者自立支援法案から） ●●●
　生活困窮者自立支援法案では、生活困窮者に対する相談支援機能を強化するほか、本人の状況に応じた就労訓練や家計管理の支
援、生活困窮家庭の子どもへの学習支援等を行う内容となっています。今年度から始まっている「生活困窮者自立促進支援モデル
事業」は全国68団体で実施されます。法案成立の場合、平成27年4月1日から福祉事務所設置自治体（全市）で実施となります。

　新たな生活困窮者支援制度は、相談支援事業を中心に、就労支援や家計相談支援など、本人の状況に応じて必要
な支援を行う内容となっています。この制度は行政による取り組みに留まらず、市町村社会福祉協議会には総合相
談や貸付事業等の経験を生かした取り組みが期待されており、社会福祉法人等には就労準備支援や中間的就労への
取り組みが期待されています。
　「福祉ちば」では平成27年4月の制度施行（見込）に向けて、今後もこのテーマで取材を続けていきます。

ま
と
め

Close Up!
佐倉市における生活困窮者自立促進支援モデル事業の取り組み

■ モデル事業に佐倉市が応募した理由

　生活困窮状態にある方にどのような支援が必要なのか
を明らかにするのが、このモデル事業の目的です。佐倉
市では生活困窮状態にある方、制度の狭間にあるような
方に対する支援のあり方を検討する機会と捉え、モデル
事業に応募しました。また、モデル事業により、働きたい
と希望していても何らかの事情により働けないような方
への支援につなげられると考えています。加えて、法案
が成立すれば平成27年4月から制度化され、事業をス
タートすることになりますが、この事業に取り組むには相
当な準備期間が必要だと考えました。
　佐倉市では、市内や近隣地域で活動している社会福祉
法人に事業を委託し、既存の社会資源・ネットワークを
活用してモデル事業を実施します。モデル事業を通じて、
さらに支援のネットワークを広げていこうと考えています。
今年度のモデル事業は平成25年10月1日から平成26年3月
31日までの期間となります。

■ 具体的な取り組みについて

　必須事業である「自立相談支援モデル事業」、任意事
業のうち「就労準備支援モデル事業」、「就労訓練事業
（いわゆる「中間的就労」）の推進モデル事業」、「家計
相談支援モデル事業」を行います。
　自立相談支援事業と家計相談支援事業は、相談事業・
生活福祉資金貸付・日常生活自立支援事業などの蓄積や

実績がある佐倉市
社会福祉協議会に
委託します。社協の
これまでの経験をフ
ル活用してもらいた
いと思います。
　また、就労準備支
援事業については、
市内・近隣地域で自
立支援や就労支援
の実績がある生活クラブ風の村（社会福祉法人生活クラ
ブ）と就職するなら明朗塾（社会福祉法人光明会）に委
託します。生活クラブについては就労訓練事業（中間的
就労）の推進事業についても委託します。就労支援に関
しては、特に制度の狭間にある方への支援として本制度
を活用したいと考えており、その際には相談者を支援す
る具体的な支援メニューが重要になると考えています。
　このように佐倉市では実績のある社会福祉法人がすで
に活動しており、こうした法人があることによって今回の
モデル事業を開始できたと言えます。

■ モデル事業が目指すもの

　本モデル事業および今後成立が見込まれる「生活困窮
者自立支援法」の各事業は総合相談として機能すること
が重要です。高齢・障害・子ども等の各制度につながっ
ている方だけでなく、例えばその家族、あるいはこれらの
支援の対象となっていない方を相談支援員につなげるこ
と。あるいは、相談支援員から相談者を必要な他の
支援につなげること。このような連携が欠かせま
せん。もちろん生活保護が必要な方は適切に
生活保護につなげます。適宜、委託する法人
と連絡調整を密にしながら事業を進めていき
ます。ニーズを持っている方を発掘し、支援に
つなげることがこのモデル事業として重要にな
ると考えています。

佐倉市　福祉部社会福祉課　地域福祉班
主査　小林知明さん

◆就労準備支援事業
◆中間的就労推進事業
【生活クラブ風の村】

佐倉市■ 「住居確保給付金」の支給
●就職活動を支えるため家賃費用を有期で給付

■ 一時生活支援事業
●住居喪失者に対し支援方針決定までの間衣食住を提供

◆ 家計相談支援事業
●家計再建に向けたきめ細かな相談・支援 ●家計再建資金貸付のあっせん

◆ 学習等支援
●生活困窮家庭の子どもに対する学習支援や保護者への進学助言を実施

◆ 就労準備支援事業
●就労に向けた日常・社会的自立のための訓練

◆ 「中間的就労」の推進
●直ちに一般就労が困難な者に対する支援付きの就労の場の育成

■ ハローワークとの一体的支援
●自治体とハローワークによる一体的な就労支援体制の
　全国整備等により早期支援を推進

包括的な相談支援

モデル事業のイメージ

◆自立相談支援事業
●訪問支援（アウトリーチ）も
含め、生活保護に至る前の
段階から早期に支援
●ワンストップ型の相談窓口
により、情報とサービスの拠
点として機能
●一人ひとりの状況に応じ自
立に向けた支援計画を作成
●地域ネットワークの強化など
地域づくりも担う

居住確保支援
再就職のために居住の確保が必要な者

就労支援
就労に一定期間を要する者

早期就労が見込まれる者

緊急的な支援
緊急に衣食住の確保が必要な者

家計再建支援
家計から生活再建を考える者

子ども・若者支援
貧困の連鎖の防止

本
人
の
状
況
に
応
じ
た
支
援

なお一般就労が困難な者

全国６8団体

道府県２１、指定都市１0、
中核市７、一般市・区３０

千葉県内６市

千葉市、船橋市、野田市、
佐倉市、柏市、香取市

●平成２５年度モデル事業の取り組み状況
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平成25年2月（速報値）
●被保護人数　2,155,218人
●保護率　1.69％
●被保護世帯　1,574,643世帯
資料：被保護者調査より保護課にて作成
（平成24年3月以前の数値は福祉行政報告例）
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基本は現金給付ではなく
自立に向けた人的支援を、
有期により提供

厚生労働省資料より

平成14年度

平成25年2月

◆モデル事業必須事業　◆モデル事業任意事業

◆就労準備支援事業
【就職するなら
明朗塾】

◆自立相談支援事業（必須事業）
◆家計相談支援事業
【佐倉市社協】

人口175,465人
高齢化率25.7％
（9月末現在）
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　四街道市社会福祉協議会では、地域で暮らす人々を地域で支える多様な活
動を推進しています。このうち地区社会福祉協議会はおおむね中学校区を中心
に市内6地区で活動を展開しており、地域福祉フォーラムについては平成20年
度から6地区すべてで取り組んでいます。
　今回はその中から、①地域ぐるみで推進している福祉教育の取り組み（パッ
ケージ指定）、②地域の課題を地域で解決していく取り組み（地域福祉フォー
ラム、地域福祉ネットワーク推進事業）を紹介します。

四街道市の花「サクラソウ」の桃色から「モモちゃ
ん」と名付けられました。ハンドタオルや缶バッジ
などのオリジナルグッズも販売しています。お買い
求めは四街道市社協までお問い合わせください。

表 紙 解 説

四街道市　　人口 90,644人   高齢化率 24.8％

千代田中学校地区  14,122人　　　　  31.8％

北中学校地区　　16,612人　　　　  24.6％

地域DATA（２０１３年４月１日現在）

四街道市

福祉教育・地域福祉活動を
地域に広げる
 四街道市社会福祉協議会

　千代田中学校地区は、学校と地域が互いに連携・協働して福祉教育を進める「福祉
教育パッケージ指定」を平成23年度に県から受け、千代田中学校地区社会福祉協議会
（以下、千代田中地区社協）が「福祉教育推進団体」として、また八木原小学校、南小
学校、千代田中学校、県立四街道高等学校の4校が「福祉教育推進校」となって3カ年
の事業を開始しました。
　まず4校の教員や地区社協の役員等をメンバーとした連絡会を組織し、「つなげよう、
みんなで支える、福祉の力」という共通目標を決めました。住みよいまちづくりを進め
るためには地域が仲良くなることが取り組みの第一歩と考え、共通目標を持って推進団
体・推進校が互いに関わりながら活動を展開していくことを決めたのです。

　千代田中地区社協は元々学校とのつながりがあり、八木原小学校にある地域福祉館を利用してサロンを開いたり校内に
地域のボランティア室があるなど、地域の大人が日頃から行き来していました。児童も高齢者への給食サービスにお便り活
動で参加していました。福祉教育はこうしたつながりを深め、福祉の理解・参加をさらに広げようと取り組みを始めました。
　実践は、4校がこれまで行ってきた学習や活動を基本として、これを深め、さらに学校・地区社協・地域で協働していくこ
とを目指しました。例えば、八木原小学校、南小学校では合唱の発表に地域の人たちを招いたり、地域の行事に出向いて披
露しています。千代田中学校では2つの小学校と行ってきた「歌声交流会」に、新たに地域の合唱サークルにも参加を呼び
かけ地域の大人も参加するようになりました。四街道高等学校では演劇部員が振り込め詐欺防止の啓発事業で寸劇を演じ
たり、吹奏楽部員や美術部員が地域イベントに協力するなど多様な活動を展開しています。千代田中地区社協は、子どもた
ちの学びや育ちを地域の大人が見守る八木原小ボランティア部主催の「寺子屋自学塾」に積極的に関わっています。そこ
には地域の大人だけでなく高校生や中学生が児童に勉強を教えにやってきています。
　取り組みの成果について千代田中地区社協会長の長谷川睦美さんは次のように感じています。「パッケージ指定の取り
組みによって学校同士のつながりを改めて意識し、学校と地域との関わりは以前より多くなりました。指定3年目の平成25年
5月には4校の児童・生徒と地域の大人が集まって『活動報告発表会』を行いました。今回は子どもも大人も同じ時間を共有
し、互いに知り合うことができました。こうした活動を通じて大人と子どもも顔なじみになり、地区で挨拶ができるようにな
りました」。
　四街道市社協主事の豊田紀幸さんは「福祉を特別なことと意識せず、例えば、好きなことを通し
て誰かに喜んでもらえる、互いを知るということが自然にできていると感じています。今後もこの連
携を崩さないで、もっと深めていくことをみんなで意識しています。パッケージ指定の3年間はきっ
かけとして捉え、4年目以降の活動につなげていくことを目標としています」と語ります。
　今後も「自分にできることは何か」を考えながらボランティアに取り組む。このようなことが地域
の重点テーマとして挙げられています。長谷川さんは「今後もつながりを広げていきたい」と言いま
す。暮らしの中で一人ひとりが知り合い、助け合う地域づくりを目指しています。

● 千代田中学校地区の展開　「つなげよう、みんなで支える、福祉の力」を目標とした福祉教育の推進

千代田中地区社協会長
長谷川睦美さん

や ぎ は ら みなみ

　四街道北中学校地区社会福祉協議会（以下、北中地区社協）では地域福祉フォーラムに取り組ん
だ3年間で中学校区内の18地区を10エリアに分けて、各エリアで年1回ずつ住民懇談会を開催しまし
た。懇談会は回覧板や声掛けなどでより多くの住民への周知を図り、毎回各会場とも20～35人ほど
が集まりました。
　住民懇談会では、①買い物など生活の困り事の支援、②ひとり暮らし高齢者の見守り、③人口が
減少している自治会の機能維持、④子育て支援、⑤障がいのある人の外出支援、⑥自治会役員など
人材が継続して活躍できる仕組みづくりなど、多くの課題や住民ニーズが発掘されました。
　「活動を継続し、課題を分析し、『自分たちで取り組んでいけるものは取り組んでいく』というこ

とをみんなで決めました」と北中地区社協会長の矢口廣見さんは言います。
　地域における異世代交流の場の減少や、地域の子どもを地域で育てること、
大人の生きがいづくり、孤立防止などのニーズや課題を踏まえ、新たな取り組み
として平成24年度より多世代交流事業を開始しました。具体的には地域探訪、
クッキング、工作といった内容で開催し、子どもたち、その親、地域の大人たち
がつながりを広げています。
　また、高齢者の居場所づくり・交流・孤立防止を進めたいという目的から、各
区・自治会にいきいきサロンを立ち上げ、展開してもらえるよう支援をしていま
す。こうした支援を継続する中でいきいきサロンの趣旨を十分に理解した自治会
が自ら予算化し、運営してくれているところも出てきています。
　北中地区では地域福祉フォーラムでの3年間の取り組みを通じて関係団体とのつながりが生まれ、地域のNPO関係者や福
祉関係者などさまざまな団体が連携して地区社協の事業を展開しています。まとまりができてきていること、人の輪が広
がっていることを矢口さんは実感しています。
　「地域福祉フォーラムに取り組むに当たっては、課題を話すだけでは意味がないという意見が当初から出されていました。

地区社協に関係する皆さんは、地域福祉フォーラムの話し合いの
中で見えてきた課題を一つでも解決していこうと真剣に受け止め、
明らかになった課題を解決しようと取り組んでいます。こうした動
きは住民懇談会や総会に参加している方にも伝わっていると感じ
ており、それぞれの地域で自分たちの課題を解決していこうと動
いています」。市社協主任主事の鈴木陽子さんは地域の気運をこ
のように感じています。
　多様な生活の困り事、社会的孤立、活動に出てこられない人の
見守り・つながりをどうするのか、北中地区の皆さんは話し合って
います。
　子どもから大人まで、他者を理解し、自分たちに何ができるの
かを、話し合い、できることから始める取り組みが進められてい
ます。

● 四街道北中学校地区の展開　人の輪を広げ支え合いの地域を目指す

夏休み多世代交流事業
「みんなで作ってみんなで遊ぼう！」

北中地区社協会長
矢口廣見さん

昔遊び（あやとり）を教わる子どもたち

▼ 地域福祉ネットワーク推進事業
　四街道市では地域福祉フォーラムの3年間の助成が終了となった平成23年度以降、「地域福祉ネットワーク推進事業」として市・市社協から6
地区に対して毎年度20万円の助成を行っています。各地区は助成を受けながら地域のネットワークを広げ、地域課題の解決に向けた取り組みを
続けています。

四街道市社協の皆さん
（左から鈴木さん、古谷さん、武田さん、豊田さん、及川さん）

地域の福祉
活動フィールド

スタディ
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我孫子市役所　社会福祉課
主任福祉主事

社会福祉士　楠美雅也さん

我孫子市役所に入庁して7年目になります。入庁前に社会
福祉士を取得し、精神障害者ケースワーカー（以下、CW）
として3年、高齢者なんでも相談室（地域包括支援セン
ター）CWを3年経験し、この4月からは社会福祉課で生活保
護CWとして働いています。
コミュニティソーシャルワーカー専門研修（以下、CSW専
門研修）の受講は、高齢者なんでも相談室に勤務している時、
受講経験のある先輩から「業務に役立つから」と勧められた
ことがきっかけでした。5日間の研修は地域福祉に関する講
義から事例検討を含めた内容で、この場では語り尽くせない
くらい充実したものでした。

研修受講の翌年、市内でも高齢化率が高い1地区をモデ
ル地域に指定した「高齢者見守りネットワーク」の構築を担
当しましたが、CSW専門研修を受講していたことで地域の
社会資源に着目したアセスメントを行うことができました。
現地を訪ね、地域に潜在化している社会資源や住民の福祉
意識を把握することにより、ネットワークを構築する際には
多くの住民の皆様にご協力をいただくことができました。
今、生活保護CWとして相談支援を行っていく中では、研
修で利用者の長所・強みを生かす「ストレングス視点」を学
んだことで、その方の強みやこれまでの経験を生かす援助方
針を立てることができていると思います。このストレングス
視点はどの福祉分野でも生かせる共通の視点ではないかと
感じています。
高齢者見守りネットワークは誰もが自分らしく安心して
暮らせる地域づくりを目指していますが、その実現にはさ
まざまな関係機関の方と連携していく必要があります。専
門職同士でより連携しやすくなるためにもCSW専門研修
をもっと多くの方が受講され、受講者同士で情報交換でき
る仕組みがあれば良いと思います。私自身もCSWの専門
性をより高められるよう、県社協で開催されているフォ
ローアップ研修の受講も含めて自己研鑽を今後も続けてい
きたいと思います。

生活保護ケースワーカー（CW）とは…
　福祉事務所において生活保護をはじめさまざまな生活上の相談に応じ、必要な支援を行う現業職員のことをいいます。生活保護受給のための事務手続
きや訪問等による被保護受給世帯の実態把握、自立に向けた就労支援や生活指導などを行います。

　はばたき職業センターでは働くことを通して生きがいや喜びが持てるよう、技術作業
や社会性の向上を念頭に「印刷作業」「園芸作業」などの生産活動を行っています。
　印刷作業では、名刺やはがきなどのカード印刷作業と広報紙や小冊子などのオフセッ
ト印刷作業、それに伴う製本加工作業を行っています。受注～編集～印刷・製本～納品
までを利用者中心に行い、版下作成から仕上げまで一つ一つ丁寧な製品作りを心掛けて
います。
　また、園芸作業では四季折々の草花を年間3万鉢以上生産しています。良い品質を確
保するため土づくりにもこだわり、お客様からは「花が長持ちする」と大変好評です。毎
週、福祉センター（八千代市役所隣）前で直売をしている他、地域のイベントなどでも販
売しています。販売の予定は下記ホームページを確認いただくか、お電話にてお問い合
わせください。

誰もが自分らしく安心して
暮らせる地域づくりを目指して

いきいきはたらくいきいきはたらく

「チャレンジド・インフォ・千葉」がオープンしました！
　チャレンジド・インフォ・千葉は千葉県の障害者福祉事業所の情報を掲
載したポータルサイトです。福祉事業所で提供している製品、受託業務な
どの作業情報を画像付きで掲載しており、エリア、物品・役務内容、事業所
種別などさまざまな検索が可能です。ぜひご活用ください。
URL　http://ci-chiba.jp/
問合せ先　千葉県障害者就労事業振興センター　TEL 043-202-5367

①一冊ずつ丁寧に製本作業しています
②名刺・封筒・冊子など印刷に関することなら何でもご相談ください
③1ポット84円から販売しています（おすすめの草花は下記HPをチェック）
④はばたき職業センター（草花は直接購入も可能です）

このコーナーでは県内の障害者就労施設を紹介します。

今回は八千代市の「障害福祉サービス事業所 はばたき職業センター」
をご紹介します。

ＤＡＴＡ
◉住所　〒276-0015　八千代市米本2429-10
◉営業時間　9:00～17:00　◉定休日　土・日・祝祭日・お盆・年末年始
◉電話　047-488-8813（印刷のご相談、花の販売についてのお問い合わせはこちらまで）
◉FAX　047-488-8384　◉HP　http://members3.jcom.home.ne.jp/hukusikai/
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